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一
而
主
の
地
れ
い

会
議
に
よ
川
被
安
市
泌
す
の
地
は
い
を
付
た
ヰ
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は
、
判
例
棒
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一
対
胃
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に
基
っ
く
怪
利
義
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除
い
ん
よ
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て
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権
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ず
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の
催
中
段
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＼
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ら
れ
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ら
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司
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司
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濯
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叫
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ら
れ
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ら
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限
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司
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配
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、
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ば
、
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又
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／
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／
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又
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双
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仏
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に
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」
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作
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待
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す
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を
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〔
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一
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す
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ら
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委
任
は
な
さ
れ
て
い
に
が
、
そ
れ
つ
の

行
為
は
法
的
に
明
濯
な
校
授
の
な
し
土
ま
九
行
わ
れ
て
い
た
い
過
ぎ
ず
、

ま
た
一
一
七
六
h

読
め
胡
団
体
作
不
可
処
分
性
の
原
則
に
反
ず
ゐ
釘
午

っ
↑
人
。
第
ふ
に
、
第
一
討
が
継
続
的
に
，
t
庁
、
引
き
受
汁
て
い
る
場
ふ
い
に
、

i
－
仏
法
卜

U〕

か
ヨ
か
っ
介
。
平
e

が
危
険
な
状
況
に
あ
る
場
介
に
な
さ
れ
る
背
戎
扶
助
行
主
以
外
に
法
的
に
採
る
ご
y
しの

一
叫
）
｝
誌
は
副
総
行
慌
を
保

治

者

は
P

十
心
y

好
上
に
却
す
る
川
市
的
／
仁
川
口
吋
だ
け
z
ぜ
わ
う
こ
〆
一
が
で
き
る

－、川山一

u

一
条
の
回
）
一
い
う
も
の
か
、
絞
H
L
L

か

【
移
牝
）
委
設
に
払
っ
て
、
第
一
者
か
完
全
に
一
向
調
J
代
わ
る
と
、
h

つ
も
り
で
あ
る
n

つ
ま
り
、
こ

の
志
川
凶
は

市
税
y

｝第

省
と
か
共
同
で
子
の
川
刊
話
一
ピ
引
寺
受
け
る
2
レ
ト
つ
橋
区
古
海
築
ず
る
こ
と
、
よ
り
共
体
的
に
は
、
引
が
織
や
門
知
d

の
犬

ι説
権
行

（！メ人民半、 Gi ＇ス187'GZ:3 '20i0 ~. 



r日

使
を
認
め
工
え
ノ
ヒ
ゲ
る
も
の
で
あ
っ
た
ご
そ
の
芯
来
、
？
）
て
、

一
心
ハ
二
年
法
律
で
親
権
の
分
担
安
J

誠一乙い

あ
る
J

J、
円問

も
午
色
、
二
、
プ
人
民
丸
会
法
案
に
お
い
て
は
、
安
打
廿
一
ヨ
さ
を
ど
と
い
う
方
法
が
考
え
つ
れ
て
い
た
。
ア
な
わ
p

ぺ

f

↓
ノ
寸
ァ
セ
仁
会
員
会
は
、

日
常
的
行
局
ピ
限
ら

F
そ
れ
川
一
ぃ
一
日
七
為
に
つ
い
ご
も
、

布
一
割
叫
が
ソ
円
高
山
し
た
権
利
に
つ
い
て
第
一
者
か
行
使

ド
ゥ
ク
う
よ
ル
・

と
き
る
ら
」
す
る
叩
抑
止
ニ
t
を
、
べ
一
y
f
コ
妥
当
会
は
、

γ

〉

5

7
0』

日
市
民
行
為
に
川
崎
パ
「
司
令
走
町
ー
ー
を
認
め
る
べ
き
こ
す
る
判
官
雪
中
一
淀
川
｝
戸
、
い
る
U

い
常
者
の
な
け
見
は
札
付
採
用
さ
れ
な
か
っ
に
が
、
そ
れ
は
、

引－

法
化
す
司
令

HYL
は
川
弔
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
お
る
し
ま
ん
、
委
任
と
わ
ー
っ
形
式
に
す
る
こ
と
に
つ
レ
て
、

円
常
よ
く
れ
わ
れ
こ
レ
る
、
第
一
万
台
に
よ
る
子
パ
ピ
J

校
へ
の
送
り
迎
え
を
ん

以
下
の
よ
う
J

川
崎
不
都
ム
門
町
J

指
梢
さ
れ
た
υ

す
な
わ
ち
、
女
務
の
匝
で
は
、
受
日
十
い
高
と
犯
ト
弓
封
杭
と
心
問
で
の
下
い
が
起
こ
る
危
攻
作
が
ー
品
い
と
い
う
庁
、
四
川
論
的

r

は
、
伝
統
的
に
裁
が
い
q
に
よ
る
F

ン
口
j
l
ル
い
ゴ
一

M
Lて
き
作
一
義
梧
L

院
す
る
尚
昆
に
つ
い
て
、

、
ソ
白
川
で
あ
る

ま
之
、

引
札
口
一
い
化
を
討
す
こ
と
に
な
O
J
い

一
ネ
践
の
悶
心
ν〈
獲
ね
す
る
ん
一
め
に
、
こ
の
伝

心

wI
々
の
政
権
mr
氏
以
を
収
め
よ
う
と
、
選
挙
ゴ
円
以
近
づ
く
中
て
、

沖
の
止
法
が
急
が
れ
た
と
い
二
J

政
信
的
思
庄
も
あ
っ
ヒ
ょ
う
で
あ
る
つ

的
な
曲
四
，
f
悶
係
を
持
作
「
る
こ
と
ん
＆
く
、

f
を
代
円
て
て
い
る
第
二
者
が
住
引
を
持
ち
、
役
割
を
只
た
ず
こ

分
担
会
尋
問
は
、
実
際
に
廿
ま
れ
て
い
る
［
常
μ

寺
中
に
法
的
根
拠
ん
ど
片
J

え
よ
う
と
「
る
も
の
で
あ
る
v

ま
た
、
長
了
緑
組
心
「
o
n

い法

一
の
、
ご
つ
に

分
担
し
会
譲
y

い
う
制
改
が
、
点
に
あ
る
べ
Jr山
に
対
し
て
法
的
反
拠
を

vxょ
う
L

子
J

る
J
h

の

の
ι
～
の
」
こ
い

」
r
は
本
易
で
あ
る
。
尚
一
に

リ
バ
ハ
刊
行
が
相
川
〕
定
、
）
て
い
る
の
は
、

の
が
吋
弔
問
乙
い
h

っ
こ
乙
で
も
あ
る
。
治
一
者
が
子
乙
共
同
41
活
や
し
て
い
る
H
に
、
こ
の
要
件
を
満
た
一
G
J

覗
従
が
丸
山
U
3れ
る
の

戸
、
の
よ
う
な
現
実
の
宇
治

刀
、
亡
、
リ
リ
例
会
一
検
討
ム
n
J

る。

、
1
fの
ム
ロ
求
心
必
民

日記 I、法学） "" :1 ~88) 624 [2川什日、



つ
り
え
年

日

月
A

凶
ヨ
叫
山
政
防
判
決

〔
事
古
川
こ
の
ド
案
は
、
河
性
カ
ワ
ル
閣
で
の
親
権
の
八
万
ね
委
譲
に
閉
す
る
J

も
の
で
あ
る
J
X

日
を
締
結
し
ん
τ

X
は
、
父
了
関
係
の
戒
止
L
て
い
な
い
二

f

比
性
、
一
と
Y

へ女
M
U
）
は

八
九
年
か
ら
共
同
生
活
を
始
的

一
九
九
九
年

一
一
月
二
八
じ
に
F
A

人
の
十

A

、
も
九
九
ト
サ
ム
け
「
h

川
生
）
と
H

1

・

J

h

ぺ！
1
1
1
1
干＼
 

の斗り相柿
C
占めるハ

X
は
、
そ
の
識
業
ト
、
川
命
的

ヘ
ー
し
ヘ
ノ

庁
二
月

に
反
町
内
抗
一
点
六
れ
て
ー
パ
司
令
に
除
、
平
一
心
山
田
容
を
去
町
一
9

ゐ
こ
と
円
ー
で
き
な
く
な
ゐ
鰐
全
的
、
九
位
出
米
市
平
か
但
w

コ
た
場
合
に
耐
え
と
、

Y
に
け
す
る
掛
権
の
を
一
試
を
請
求
し
た

y

J

、ン
L

f

川
町
民
廿
γ何〕

で
あ
る
境
権
の
行
慢
を
部
分

rJに
Y
r
L
安一
ω

践
し

X
Y
慌
で
、
」
、
れ
を
分

X
か
此
廿

のロ門戸
L
m
w】
吋
F
U

• 'L' 

位
す
る
こ
と
を
認
め
す
に
こ
と
に
対
（
て
、
検
事
長
が
以
h
i
C

理
由
て

A
h
F
し
た
〔
す
な
わ
ら
、

X
心
請
求
は
、
ま
さ
に
似
定
的
白
出
来

プラ J ス決にお；十~＇羽詰＂＇ E言 者への壬譲 l

事
へ
の
恐
れ
に
H
U
守
つ
い
て
い
る
が
、
ム
一
ヒ
ヒ
条
ん
は
、
町
践
の
読
権
の
に
F
譲
b
r一
特
別
な
状
況
の
存
J

片
山
に
依
拠
さ
止
て
い
る
の
で
ふ
う
J

あ
る
山
山
求
事
が
起
こ
る
こ
と
、
り
以
定
的
な
必
れ
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
つ
ま
た
、
控
訴
院
は

F
H
だ
す
る
X
り
親
権
行
伎
を
全

あ
る
い
は
予
測
し
、
つ
る
状
泌
を
位
認
い
て
お
ら
ず
、

J

の
決
定
に
は
括
的
根
拠
が
欠
け
て
い
る

v

〕
る
川
斗
な
、

ー
と
同
時
に
、

芝
、
親
が
親
憾
の
出
泣
の
さ
己
主
。
一
帰
問
者

で
あ
る
場
代
に
、
そ
の
ず
ー
の
請
求
い
ぷ
つ
亡
、

Jt｛
ん
的
か
っ
締
結
的
な
川
町
ん
は
で
笠
日

み
」
共
に
ず
ゐ
間
性
心
文
に
村
、
J

て
、
税
格
の
行
他
の
へ
二
一
ま
た
は
が
j

ち
ん
久
認
す
る
こ
と
は
と
き
る
の
か
か
一
問
、
っ
た

〔
判
旨

「
民
法
川
且
八
一
一
じ
い
］
条
州
、
は
、
状
泌
；
ふ
く
て
れ
よ
γ
狭
山
ぶ
し
、

か
つ
げ
の
お
置
が
子
の
一
以
干
一
の
利
パ
に
ム
ぶ
は
ず
る
乙
き
に
は
、
川
柑

宝
ー
の
惟
の
記
長
戸
時
C

（

Jh属
有
〕

に
あ
る
母
剥
？
？
告
に
的
か
っ
術
品
川
的
な
結
合
三
斤
1

活
を
ほ
ハ
に
ャ
る
司
件
の
諸
に
対
し
て
、
判
権
ノ
十

伎
の
み
祁
ま
た
は
一
却
を
吾
一
詰
ふ
り
2

る、｝
ζ

な
恰
J
H

し
て
い
は
い
i
o

人
の
子
は
、
そ
の
発
山
一
い
必
回
以
な
索
い
筒
、
時
以
、
「
一
山
宮
、
平
一
以

を
亭
パ
J
人

L
て
お
り
、
明
る
く
、

d
M刊
の
と
れ
f

、
；
3

な
子
ζ

し
と
土
問
ら
れ
ご
い
る
。
ま
に
、

X
、
／
一
三
乙
を
結
び
つ
日
る
刊
ヴ
れ
仰
は
、
↓
帆

J

寸
も
U
杭
安
ど
し
て
万
ハ
＼

品九叫んら
J
れ
た
も
の
と
初
P
V
C
－へられ、

f
に
汁
ず
る
役
割
が
報
重
さ
れ
て
レ
る
c

ま
に
、

父
「
関
係
が
欠
け

版
権

（！メ人民半、 Gi ＇ス180'GZc '20i0 ~， 



r日

亡
い
る
こ
1

）は、

X
が
工
技
す
る
と
」
ろ

の
田
町
巾
に
よ
る
偶
自
己
的
な
山
zvk

苧
、
の
恐
れ
を
残
十
ノ
一

そ
し
て
、
ur甲山に
U
凡
パ
す
っ
て

？を,_ 

人
心
？
の
－
h
け
1
以
の
役
割
合
Y
に
認
ず
い
と
は
法
的
に
T
h

川
詑
で
は
な
い
。
ー
に
が
っ
て
、
M
L
J
附
院
の
民
心
は
IL当
で
あ
る
。

J、
円問

こ
の
ド
案
は
、
本
質
的
に
は
、
川
性
カ
ソ
フ
ル
に
〉
こ
ま
で
法
的
権
限
が
認
め
b
れ
る
の
か
乙
い
う
問
思
に
日
明
ず
る
も
の
で

為
ろ
う
小
、
仁
会
議
制
度
を
検
討
す
る
本
稿
の

ν
場
か
ら
は
、
被
T
4
3
F
苔
2
は
り
、
「
る
者
は
設
か
2
い
う
向
い
に
な
る
n

条
文
上
は
、
こ

の
場
合
、

Y
が
一
A

川
般
に
伯
ず
る
第
一
一
者
i

（
一
U
三
条
羽
）

に
当
E
は
ま
る
日
J

ノ
で
つ
古
と
い
う
こ
一
で
あ
る
。
本
れ
に
お
い
と
、

Y
は
X
Hぷ
ひ
子
と
士
八
に
ん
売
定
l
h～
咋
戸
山
一
一
送
二
J

、
い
る
こ
と
口
認
め
ら
、
れ
、
土
手
に
常
松
い
に
値
「
る
が
時
一
再
と
判
E
で
一
ざ
る
も
の
J
霊

〉

L
、J
U

4
4
1ナム吋
Z
J
Q

f
の
杭
益
に
～
円
致
す
る
、
一
と

mM
必
民
で
d

める乙

f

し
ト
し
、
そ
九
三
う
己
主
ノ
＼

7

－ベ
7
I
h
－
－

は
、
本
件
で
は

p

ナ
の
宇
一
い
引
の

d

肯
定
性
や
持
続
性
、

ル
に
つ
い
ず
L
4
0

、

被
安
一
謀
者
と
主
主
告
の

一山｝

述
Y
T
C
彬
裁
に
4

列
す
る
凱
占
と
同
様
に
判
断
し
う
る
む
か
と
い
う
こ
と
が
陀
怠
と
な
る

一
叫

史
認
F

和
日
？
と
り
わ
け
卵
、
ム
咋
深
い
わ
一
本
刊
の
汗
釈
に
い
ぬ
い
て
フ
ル
シ
7
ン
孜
授
は
、

ま
ず
、
牛

の
存
在
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
わ
と
は
己
ヅ
パ
、
結
川
町
、
川
悦
カ
ッ
プ

」、りト
I
J
闘
し
て

フ
ル
シ
コ
ン

吋
丸
山
い
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
E
抗
p

ナ
関
係
ど
創
設
す
る
と
と
合
意
峠
J
J
る
刀

2
2向
。
と
、
了
（
り
也
記
を
己
J

＃
F
4べ
似
噌
誕
百
し
、
育
成
す
る
峨

分
で
あ
る

3
5
2日
一
死
と
古
川
同
別
す
る
J

同
性
カ
ノ
ル
の
パ
ャ
ト
ー
サ
ー
の
方
の
，
i
が

法
的
以
拠
を
有
三
：
ω
い
）
双
方
に
よ
っ

て
J

日
亡
、
つ
れ
る
と
い
え
よ
う
伝
状
民
ゎ
、

μ
ふ
け
州
補
同
医
療
品
偽
山
一
利
戸
川
ケ
仇
っ
て
、
同
性
カ
ソ
ザ
ノ
レ
？
っ
ち
の
一
方
が

fJV」
辛
み
、
p
グ

の
子
女
カ
／
プ
ル
聞
で
討
て
る
こ
い
う
状
況
は
、

3
5
4
Z
1円
か
に
悶
ず
る
が
＼

た
と
も
え
ば
パ
ト
ト
ノ
7

の
子
こ
完
了
級
如
釈
を
一
；
司
令
い

と
は
吉
REι
幻
問
忍
で
J

め司令

つ
ま
り
、
ー
カ
ッ
プ
ル
に
ζ

る
了
の
引
い
ィ
寸
U
L

－
－
「
カ
F

プ
パ
の
た
め
の
民
泊
の
了
と
い
う
概
念
の

日
己
別
で
あ
る
U

そ
し
て
、

E
E
H
Z
r尽
に
持
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ム
α
ノ父、亡－
U
方

y
ブ
ル
同
一
慌
に
、
向
性
カ
ァ
ゾ
ル
に
つ
い
亡
J

也、

川
J

－

親
慌
の
川
問
題
、
t
し
こ
扱
う
心
が
一
次
eι

斗
で
あ
る
と
「
る
。
本
件

η
場
ム
円
は
、
カ
〈
フ
ル
の
一
方
の

F
を
他
万
が
、
ト
て
て

ρ
る
の
で
あ
る
か

ら

古川

qszz毘
rL
即
応
す
る
し
し
に
守
か
つ
て
、

フ
ル
ン
U

ン
投
授
の
立
湯
か
ら
は
、
日
｝
の
判
決
は
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と

ιな
ろ

日記 I、法学） "" :1今日） @i  [2υ1什日、



ー
つ
ま
り
、
子
が
第
一
若
心

し
か
っ
継
続
的
た
片
括
主
送
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
を
の
相
手
の
性
別
に
か
ト
ー
や
っ
ず
、
川
相

宝
ー
の
行
使
守
口
γ
妥
議
f
る
こ
と
は
川
設
と
あ
る
と
考
え
る
こ
乙
が
で
き
る
。

Tl 

権
列
義
務
叶
対
係

ヘ
刀
氾
一
妥
譲
は
、
ま
一
訓
告
乙
被
委
設
者
が
ド
村
八
日
で
親
濯
を
む
便
ず
る
川
引
い
パ
で
あ
る
n

そ
の
た
氏
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
机
忙
を
は
ー

叩
引
い
」
い
は
ヘ

も
っ
と
J

川
、
妥
設
者
で
丸
山
司
令
八
人
又
は
吋
は
、

H
u
o
i
h
L
A小占

』

I
A

，

双
方
b
行
使
す
る
p

枝
川
ぃ
義
務
に
つ
レ
て
ま
と
め

べ
に
よ
可
に
、
読
と
し
と
の
池
！
h
H

で
ん
が
め
ら
れ
る
捻
杭
義
務
も
有
し
て
レ
る
。

• 'L' 

c
c一一
4
L
M作
で
一
一
、
に
創
設
さ
れ
た
分
杭
委
設
が
注
さ
れ
る
に
h

今
に
は
、

殺
は
剖
杭
廿
刊
の
行
使
さ
え
失
わ
な
い

両
認
は
、

プラ J ス決にお；十~＇羽詰＂＇ E言 者への壬譲 l

V

告の刊誌
Udbγr
受
if
な
が
ら
、

p十
む
主
人
ヨ
ゲ
続

JU？
と
が
で
台
る
υ

氏一
rp川
心
、
淳
一
h
t
v一議［
m
M
F行
士
μ
し
な
が
コ
た
と
き
に
は
、
会
議

V

告
も
紋
委
譲
者
も
、
ぞ
れ
そ
れ
に
割
り
勺
て
ら
れ
ー
に
行
為
を
行
寸
権
限
、
し
か
有
し
て
い
な
か
J

に
わ
分
担
安
一
議
に
よ
り
、
あ
る
行
為
内

つ
い
て
、
会
議
事
引
9

也
被
安
一
議
長
官
、
も
そ
れ
ぞ
れ
が
今
て
れ
を
行
う
桜
山
以
2

乙
布
、
「
す
る
と
い
う
伏
広
が
け
が
り
れ
う
ゐ
こ
と
2
な
っ
た
の
で
あ
る
。

斗
ア
ド
あ
る
い
は
一
一
y
p
阿
の
権
限
の
配
分
は
1

等
分

い
「
れ
も
了
の
合
成
に
閑
ず
勺
事
項
に
つ
い
て
ご
あ
る
が

一
一
仁
仁
条

の
）
、
円
常
的
行
為
d

は
各
々

安
で
あ
る
。
乙
ず
る
午
、
父
母
に
よ
る
親
権
具
、
刊
行
伎
の
川
明
台
ホ
h
vも
E
↓心の
fm

一
致
は
起
こ
川
町
tr
く
な
る
が
、
意
ィ
パ
が
品
ね
な
い

川

」

「

正

一
レ
い
一
二
条
の
一
の
一
に
ハ
ほ
い

こ
と
げ
た
が
主
σ
、
主
安
な
行
為
に
つ
い
て
は
湖
惇
な
行
使

rる
ず
べ
て
の
者
の
同
五
日
’
必

ぬ
ム
口
に
は
、

家
札
杭
市
手
作
裁
判
ρ
円
が
決
定
を
下
す
こ

t
k
な
る
ハ
的
体
戎
軍
技
を
叩
い
｛
ト
モ
ヨ
ノ
る
と
き
、
子

に
つ
い
と
訓

f
持
係
ち
に
有
し
一
に
い
る
者
が

人
で
あ
γ
Q
場
合
に
は
、

d

の
判
机
は
、
丹
4m矧
松
子
／
）
の
山
川
セ
分
担
委
設
を

rJる
こ
に
か
で
き

る
り
こ
れ
に
対
L
て
、
雄
婚
後
、
そ
の
子
に
つ
、
て
前
婚
者
こ
の
間
で
州
利
権
を
い
十
八
叶
叫
一
行
使
じ
て
い
る
場
台
に
は
、
子
と
H
M卜
ら
す
万
が

守
婚
し
た
と
し
て
も
、
也
方
と
衝
突
ず
る
危
険
滝
、
β
あ
旬
、
彼
委
譲
者
た
る
給
再
と
の
慌
て
分
制
叫
ん
肯
議
JE行
う
ご
と
は
掛
川
し
い
J
考

入、ヘ
オう
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r日

、ノ」為、
J

？t
一アー、、

’
L

才｝

L

ト

h
d
心
掛
が
い
化
亡
し
て
い
る
川
支
n
な
2
、
出
川
仏
税
特
主
で
あ
る
誠
一
？
川
町
附
ー
ν
た
は
帽
含
い
は
、
へ
刀
け
刊
γ

玄
議
を

ノ

3

J

L
乃
Jlγ

J、
円問

μ
い
る
こ
こ
に
よ
っ
て
、
再
斜
家
涯
の
干
で
判
峰
山
共
司
行
使
命
～
実
刻
す
る
こ
〈
は
有
用
ご
あ
る

一一戸〕一
A

条
の
は
一
二
二
条
の
二

と
メよV
/!) 
r 
c 

る

と
仇斗

、
''k I、法学＇ ＂＇〕は今日 2)628「2iil什 Q

て
い
る
た
め
、
「
，
J

心
身
卜
に
問
ず
る
親
権
の
常
的
行
為
」
に
関
L
て
は
、
そ

一押

し
て
一
行
訪
す
る
、
｝
／
）
が
と
き
る
n

そ
し
ζ
、
寄
り
曹
の
川
出
一
一
者
に
刻
1

午
、
は
他
心
州
利
権
行
使
名
（
池
方
の
委
設
者
及
び
佼

委
設
省
一

の
同
意
を
待
て
一
C
L毘
I
J
七
も
の
、
と
み
～
ふ
さ
れ
る
。

j

十似工り？｝中点、

j
ノb
i

l

t

－
Y

一
〕
条
り
こ
の
日
f
M

柿ん戸川ノ
i
A
／）は、

I
D
カ
l
ド
や
パ

ス
F
l
h
心
出
請
、
予
校
へ
の
ひ
録
、
内
庁
一
刊
の
父
刊
の
1u
う
伝
子
に
均
す
る
資
料
清
水
な
ど
タ
汀
攻
に
湾
γJ
る
町
議
た
ど
で
丸
山
る
し

一引
J

他
方
、
同
亡
、
れ
以
外
の
草
宗
一
ぱ
行
為
を
行
う
た
仏
り
に
し
は
、
被
安
一
謀
者
も
ん
円
止
に
繊
権
行
句
者
～

H
R
C
M古
が
必
民
で
忠
る
－
一
一
れ
が

的
な
埋
同
一
で
あ
る
が
、
拝
、
な
る
尚
一
如
、
議
jhyM、問
F
る
小
一
け
ー
も
あ
る
ネ
イ
ラ
ン
ゥ
は
、
三
七
t
L
条
心
一
第
坑
が
。
一
1
一
粂
C) 

、
り
杭
定
は
、

ん
さ
ず
高
の
一
方
又
は
双
均
及
川
）
被
安
一
議
再
に

E
っ
こ
な
き
れ
た
打
九
に
つ
い
て
透
川
さ
れ
る
一

一
じ
じ
粂
の
が
い
九
象
ー
す
る
行
為
は
、
一
じ
↓
条
り
一
が
定
め
る
と
こ
ろ
の
了
の
身
二
悶
す
る
私
権
心
ヨ
需
的
行
為
」
H

は
以

つ
れ
と
い
と
与
え
る
つ
門
て
の
？
的
、
仮
安
vL4

一
若
也
、
了
心
身
体
～

つ
け
る
こ
と
に
ぷ
る
了
術
行
為
泊
三
数
日
一
足
択
な
ど
の
重
以
な

行
弘
に
つ
い
て
主
告
効
に
同
意

Jhn与
え
3

つ
れ
る
よ
ム
に
た
品
、

つ
ま
り
、
こ
の
解
釈
に
上
る
と
、
被
ベ
t
b
一
1
は
加
相
続
ュ
干
β

わノ
J

仏
く
川
明
治

と
行
使
ず
ゐ
機
会
を
何
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
分
担
安
一
ぷ
に
ム
お
け
る
被
妥
譲
弁
の
住
民
は
、
移
転
L
久
議
に
お
け
る
絞
委
読
者
、
士
り
も
十
九

さ
い
υ

そ
う
で
あ
る
に
生
か
か
わ
ら
ず
、

一。白
A
U

仏
況
の
が
対
象
ぐ
す
る
千
九
に
限
7

ど
に
よ
限
J

な
い
に
止
よ
、
叫
問
委
設
討
に
認
さ

れ
る
怪
利
義
務
は
移
転
会
一
4

訟
の
ぬ
ふ
ロ
ド
〈
ほ
。
は
河
ぷ
で
あ
る
。
た
と
え
以
、
町
村
管
沖
桧
や
受
背
義
務
な
ど
は
一
刈
剥
に
の
♂
吋
帰
属
百
九
段

川一

委
設
省
た
る
第
二
者
に
は
制
さ
れ
白
い
。
む
し
ろ
、
千
の
行
止
ば
い
い
刊
す
る
民
中
京
汗
の
紘
一
口
、
か
ら
は
、
山
市
転
委
設
の
十
勺
が
黄
山
ハ
υ
は
苦
い
ハ

と
い
う
の
は
、
一
刀
拘
安
一
認
の
場
合
け
設
委
譲
者
ば
五
刻
こ
刀
氾
一
じ
て
判
権
歩
行
使
ー
で
い
る
の
で
あ
り
、
刈
殺
人
川
相
判
r地
を
行
使
し
て
い

る
か
M
4
L

打
、
党
支
td有
に
J
h

責
午
は
認
せ
ら
れ
な
レ
か
ら
で
↓
め
る
。
一
一
川
に
、
父
な
か
ら
波
長
一
議
者
に
対
し
て
烈
権
主
移
転
さ
せ
る
委 般



設
の
場
合
に
は
、

憶
を
説
者
は
l
R
仔
を
品
目
（
わ
古
け
れ
ば
た
与
な
L
Cノ

ロム
2 ノ＇C
Jレ同
←er ?lo 
る
立 JJ'l
任ゲウ j

に よえ

~ ＇ζ 〆ゴ｛「
いる
て f主
v、人
るの
U) i'j' 

でお
あの
呼ー－

Q丹存
さはh 、
:: ~主

""' 
!!-' －：守
Yじ Jきた

1語

つ
ま
り
い
担
ι
古
を
り
え
た
行
詰
話
の
宇
治
様
式
を
組
織
ー
ー

苧
裁
判
戸
門
が
？
の
保
護
の
に
の
に
必
段
、
二
号
、
え
る
場
ん
じ
に
は
、

r－
ー
一
は
第
一
二
者
や
」
砲
誌
等
に
一
妥
ね
ら
れ
る
場
ん
じ
が
あ
竺
j
v

（
一
〕
f
H
久対の

一
第
一
羽

」
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
破
段
民
は

三
人
川
条
一
尽
の
意
味
で
の
院
議
が
第
一
者
側
に
格
る
と
い

阿
佐
明
日
市
北
蓄
が
法
や
i
当
然
に
友
汗
な
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
育
成
川
ハ
坊
治
置
の
r

、
両
親
の
也
九
二
週
末
を
送
ご
し
た
，
ナ
が
起
こ
し
た
山
叶

一社〕

市
川
行
為

ι
っ
し
で
も
、
責
任
乞
負
担
つ
の
は
監
護
者
？
に
る
第
一
ち
で
ど
め
る
と
い
二
つ
考
え
心
で
あ
る
c

こ
の
こ
と
も
踏
ま
、
ぇ
、
ネ
イ
ア
／
h
ソ

は
、
古
川
刊
歪
誠
に
よ
っ
て
子
U
J育
成
に
参
加
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
決
泌
を
ト
す
被
安
一
謀
者
に
も
、
そ
の
資
力
に
応
じ
て
、
p

十
の
育
成
か

• 'L' 

ら
ペ
ー
じ
る
賛
同
y
y負
担
さ
せ
る
べ
き
て
は
な
い
か
と
旬
、
っ
こ
い

分
間
也
委
譲
が
江
さ
れ
る
の
は
一
了
心
育
成
一
山
必
剛
丈
一
が
あ
る
謙
介
で
あ
る

一
七
じ
条
の
一
第
二
〕
刊
、
一

プラ J ス決にお；十~＇羽詰＂＇ E言 者への壬譲 l

こ
れ
は
、
山
科
と
第
一
者

と
の
問
て
の
格
政
分
割
り
領
域
公
表
し
た
も
の
－
で
め
っ
て
、
分
割
の
動
絞
吉
表
し
た
も
一
り
で
は
は
い
と
さ
れ
る
と
、
り
よ
了
立
行
為
が

」
の
分
一
切
に
人
心
（
り
か
け
じ

九
れ
ど
ト
は
明
ら
か
て
な
い
〈
止
法
者
心
意
同
は

Fdに
よ
る
f
j
の
宵
以
を
援
助
寸
る
た
め
に
第
一
吉
の

般
的
に
は
、
一
会
読
者
と
被
安

smrが
共
に
μ

吋山山、〕、

入
を
認
め
る

τご
い
あ
J
3

た
こ
と
か
ら
、
広
義
に
解
さ
れ
て
い

大
に
ー
を

古
て
C
い
る
場
合
が
想
｛
U
さ
れ
そ
v
J

し
二

C
O
己
干
の
改
正
い
よ
二
l

－、

間
測
に
よ
セ
ナ
の
寸
H
J

校
、
〆
と
い
う
妥
川
け
が
議
廃
さ
れ
よ
こ
し
」

述
叫
に
υ

分
担
妥
譲
の
利
用
有
乙
し
て
、
正
九
相
ー
た
3
れ
た
の
は
、
併
構
戎
求
放
に
い
U

汁
る
刻
、

つ
ま
り
再
川
町
相
一
十

こ
コ

J
E中
Jm

｝
L
？

v

l

、】

f
－

の
連
れ
よ
主
寸
に
汁
f
る
親
拾
行
使
を
一
町
北
山
中
に
す
る
た
め
一
の
J

も
の
で
あ
る
。
分
い
引
委
譲
ζ

は
そ
ー
も
そ
う
も
、
マ
也
弔
心
会
一
訟
に
山
、
え
て
、

y

ナ
の
育
成
i
平一レ
M

P
必
要
で
あ
る
ζ

認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
〉
亡
、
裁
判
VR
口
ヘ
仏
先
ず
る
こ
い
九
州
出
貯
は
り
安
一
誠
心
認
梢
で
あ
る
u

さ
ら

に
、
分
担
仁
会
議
を
行
う
た
め
に
は
、
親
権
を
行
使

rJる
者
ヘ
ヱ
ハ
只
の
日
設
が
必
変
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
4
0

い
に
〕
粂
の

の
よ
う

ι意
志
仁
県
つ
く
ト
門
出
じ

分
担
委
譲
は
任
意
芳
一
点
ハ
山

館一
Y

げ
ん
：
で
あ
る
と
い
う
い
と
に

分
川
円
安
一
訟
が
決
定
さ
れ
J
G
J
吋ムロ仁

。
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r日

は
、
必
ず
一
一
仁
仁
字
、
…
引
の
安
件
寸
yp
一
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
い
し

移
転
一
会
議

r
庁
科
丸
山
刀
、
一
議
そ
れ
ぞ
れ
に
は
的
と
」
1
J

る
も
の
は
あ
っ
た
が
、
寸
川
て
の
を
設
に
共
泊
し
て
羽
山
め
ら
れ
る
べ
き
安
哀
が
本
う

J、
円問

一
つ
あ
る
、
？
の
利
益
で
u

ぬ
る
υ

親
寸

lr閉
す
る
事
刊
な
投
与
家
族
事
件
裁
判
4
h
に
、
チ
の
利
片
に
ぷ
づ
い
て
判
断
を
i
ず
較
文
古
あ

る
こ
〆
｝
に
つ
ド
て
は
、
先
に
述
べ

「
れ
は
呑
丸
山
引
佼
に
特
彼
的
な
の
で
は
な
く
、
親
権
に
却
す
る
制
度
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る

7

A

名
水
ヘ
リ

子
の
利
一
片
1
1

は

ブ
ラ
J

ス
に
限
ら
ず

E
限
的
に
、
も
ち
ろ

ι日
本
と
も
、

T
の保一一品目同市、親権－札

。
ホ
J
ホ

J
U

～

川
引
の
ん
一
め
の
段
も
で
申
要
な
概
念
と
云
っ
て
い
る
（
ご
こ
で
は
、
r
k
譲
判
反
と

に
お
し
て
、
立
法
名
や
川
例
、
学
説
が
、

y

ナ
の
乳
首
と
い
う
速
め
と
流
お
位
以
来
品
ー
に
つ
レ
て
、

ζ

ハ山

w

を
し
て
い
る
の
か
を

汗
レ
ノ
コ

に
υ
K
J
P
E
概
割
引
す

プ
包〉

ま
ず
、
判
例
は

L
統
的
に
、
委
託
を
一
斉
い

c
l
A
終
的
な
基
準
と
し
て
、
長
官
h
f
J
h
U
利
川
を
吊
い
て
き
た
っ
そ
し
て

V
告
は
こ
れ
b
f

本
認
し
て
き
ー
に
げ
店
者
が
あ
ら
ゆ
る
決
刊
に
お
い
て
子
の
利
F

伐
に
俊
日
位
な
訟
め
る
、
ど
」
に
つ
い
て
は
、
立
必
準
備
段

階
て
も
統
訟
亡
き
る
つ
一
一
七
七
粂
～
円
台
い
て
子
の
刊
校
J
Y
関
連
つ
け
る
」
と
を
一
小
し
に
修
正
実
J乞
、
凶
「
主
的
会
口
一
第
一
審
議
で
は
、
い
次

の
ょ
っ
k
u
担
自
で
何
決
、
J

て
い
る
か
り
で
あ
る
し
す
な
わ
ち
、
千
の
利
い
は
、
久
h
v人
し
し
の
す
べ
て
の
行
刷
に
ふ
づ
ま
れ
て
お
り
、
組
枠
の

新
人
、
以
定
義
の
司
ケ
ハ
九
本
山
V

告
す
作
裁
判
自
の
一
般
的
伴
識
な
決
め
る
荒
則
の
可
J

に
ち
、

f
の
刊
以
を

き
る
こ
乙
k
h什
放
の
根
拠
こ
し
た
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
場
台
ピ
、
子
の
刊
円
以
…
が
考
慮
さ
れ
て
判
断
が
ー
さ
れ
る
の
で
あ
る
υ

問
却
の

放
的
に
ぷ
み
J
U
4

る
午
こ
い
引
J

で

意
判
、
に
慕
づ
い
て
い
た
と
し
て
も

た
だ
L
、
ふ
ゐ
利
益
は
、
会
一
試
の
た
め
の
必
要
条
担
い
で
あ
る
が
ふ
仔
条
件

予
」
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

y
ラ
シ
ス
川
氏
で
は
、
子
一
り
訓
刊
芹
は
ア
・
ワ
リ
オ
リ
に
市
川
親
に
よ
っ
亡
ム
円
て
ら
れ
γ
Q
w
J

に
為
り
、

ι吹
比
杭
環
境

一r

が
川
店
へ
ヱ
で
‘
仏
く
て
も
、
ム
口
成
J

札叶叩叫
z
f｝
居
限
充
？
U

、
川
h

札
円
川
に
第
者
へ
の

f
の
一
一
一
山
置
を
苅
仙
め
る
〉
、
い
苧
つ
原
則
刀
4

め
る
O

そ
7
〕
て
ま
J
J

、

と
は
ば
い
u

平一
J

もそ
J
u
u

、

ラ
ン
λ
法
に
重
大
な
川
島
容
力
寸
乞
J
U
つ
ヨ

l
口
2

パ
入
港
条
約
で
も
、
家
伎
作
川
の
員
一
重
h
N

咳
記
さ
れ
亡
い

さ
ら
に
は

日

l
口
y

山
J二、
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パ
人
権
裁
判
所
に
お
い
て
は

一
肉
親
か
、
h
J
P
i

を
攻
卜
げ
る
こ
と
や
丙
殺
が
子
と
す
べ
て
の
繋
が
一
り
を
断
つ

ス
刀
九
三
ン
ナ
ピ
ァ
諸
国
が

家
扶
幻
絞
り
返
し
の
つ
か
な
い
深
刻
な
欠
陥
も
民
り
も
ノ
ア
の
よ
り
長
い
状
態
C
採
光
を
叫
桂
に
す
る
と
い
λ

似
だ
の

F
で
、
そ

の
必
中
／
什
o
T
T之
し
、
国
の
介
入
を
訟
の
た
の
に
汁
1
ν

、
こ
れ
を
人
口
認
し
ず
八
っ
こ
り
日
決
予
不
し
て
い
る
の
は
、

f
t
の
利
以
内
J

制
他
の

相
川
対
化
D
N払
民
性
で
あ
る
口
子
。
利
益
は
ヘ
ム
r
J

で
占
め
る
小
、
川
相
権
も
ま
～
川
内
ふ
で
あ
る
U

り
え
に
、
ガ
レ
イ
ユ
は
、

こ
と
は
、

一
万
の
公
宰
に
汁

し
て
ア
・
ブ
リ
オ
リ
に
血
方
の
安
芸
の
州
民
伶
い
制
円
を
認
げ
の
る
の
で
は
な
（
、
こ
の
一
一
つ
の
公
ぷ
の
パ
フ
ン
ス
を
探
ん
ん
す
べ
き
と
あ
る
、
r

一言

う
（
し
か
し
、
ヨ

l
口
J

パ
人
権
条
約
及
ひ
児
市
の
権
利
に
持
す
る
条
約
に
影
響
を
一
支
け
た
呪
在
の
氏
法
典
は
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の

完
rL
一
泊
し
て
、
少
し
ず
つ
子

u
引
い
引
に
優
伏
叫
を
認
誌
な
日
れ
ば
な
ら
な
レ
よ
う
な
し

mr刊
に
点
る
し
7

て
、
れ
に
対
し
て
、

ガ
レ
ノ
ユ
は
汽

• 'L' 

チ
の
利
日
比
1r
い
う
ち
の

rに、

f
c利
川
吉
対
話
し
て
い
た
梧
限

！、, 
h、一、

こ
弱
め
る
こ
2
は
、
了
の
利
日
仰
に
2
っ
こ
危

プラ J ス決にお；十~＇羽詰＂＇ E言 者への壬譲 l

険
で
は
は
い
だ
ろ
う
か
つ
一
と
松
山
糾
し
て
い

委
譲
制
肢
に
問
返
し
た
人
間
近
の
刑
判
F

同
に
つ
い
仁
川
一
は
し
て
片
き
た
い
一

一ノ
i
北
一
↑
以
府
、

第
一
芸
の
地

phr？
ー
よ
り

円知杭山…い
ι

、

（、。

p
 
o
 
o
 

n
J
 

F
 

9
 

川学下、

：

さ

ら

に

山

波

注

か

の

討

誌

の

絞

、

人

X
 
F
 

か
ら
止
に
出
さ
ー
れ
て
い
q

る
。
第
五
に
比
べ
亡
第
二
案
で
は
、

Z
4
5
8
E
S
E
E
n
に
関
し
と
詳
述
さ
れ
て
レ
司
令

f
の
草
案

u
狩
散
は
、

広
く
訟
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
沢
喜
吉
や
立
法
ん
た
が
山
い
さ
れ
て
い
る
J

Z

れ
ぞ
れ
の
狩
綴
を
見
る
。
主
す
、

（リ（
i
u
t
ヘ
ノ
戸

－

L
J
U
7
0
の
保
一
み
弁
（
一
主
主
語
三
号

ω
2一
言
古
」
と
し
、
門
機
関
の
技
ι
一門書は、

l
記
ド
ゥ
ク
ノ
エ
ル
・
デ
ツ
寸
ツ
七

委
員
会
か
い
門
書
乙
川
の
方
向
刊
を
バ
？
ず
し
r
共
い
、
次
む
よ
う
ん
d
U札
茶
1
4
行
っ
て
い
る
）
そ
れ
ば
、
第
一
一
年
が
一
（
疋
期
間
L
j

い
閲
す
る

｛ 

疋

ど
で
一
、
育
i
刊の

4tM打
〔
ヨ
ロ
コ
広
三

を
認
め
る
戸
一
乙
ミ
あ
る
こ
三
で
出
向
楽
さ
れ
る
を
粁
乙
辺
行
法
！
の
委
譲

に
女
一
訟
が
裁
判
官
H

で
わ
っ
て
川
町
ρ
心
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
委
任
は
裁
判
JH

一MmwgeZ望
台
C
口一

と
で
特
に
異
な
る
一
引
は

と
よ
い
乙
J

び
れ
て
h

る
山
で
あ
る
u

さ
ら
に
、

C
Cヘ
汗
ハ
ノ
口
に
は
、
家
版
担
当
大
白
始
拾
う
T
q

之
・
モ
ラ
ノ
「
円
、
ふ
っ
と
も

第
一
者
刀
法
的
地
位
に
潟
ず
る
草
案
の
お

。
。
九
九
二
月
に
は
第
案
か
政
府

月0) 

J，入



r日

一白 ' 

持苛
戸3

r
r悶
ず
る
ヨ
HH
附
行

rdr版、
hJr、
主
要
な
行
為
い
つ
い
て
之
、
決
定
怯
を
い
斗
J

え
る
占
、
が
山
総
刊
円
心
政
認

ヌ
に
対
J

て

の
み
に
よ
一
っ
て
約
む
を
成
リ
さ
ザ
、
る
こ
と
が
で
き
る
乙

f
る
点
、
ぽ
判
権
の
八
刀
臼
「
円
詩
的

m
Dが
了
の
（
向
上
以
に
限
ら
れ
な
い
司
、

J、
円問

吉
【
担
当
2
5
Z｝
】
え
を
け
函
か
ら
認
め
る
ド
」
に
あ
る
。
こ
の
主
楽
に
汁
L
て
は
、
ん
り
よ
記

誌
の
保
J

読
者

の
却
問
ぎ
の
川
悦
楽
を

mwmM
に
現
行
法
で
え
め
ら
れ
、
若
し
く
は
解
釈
で
き
る
宇
一
引
に
っ
こ
に
不
必
安
な
説
明
J

／
一
加
え
て
い

踏
ま
え
ど
い
な
u

一
山
市
～
な

る
雌
胤
附
寺
に
よ
っ
て
、
ム
コ
該
第
一
一
者
と
十
引
離
れ
る
こ
ζ

に
な
る
場
合
に
つ
い
て
ρ
止
め
て
い

め
ら
れ
た
た
義
が
概
立
を
不
明
ぽ
に
し
て
レ
る
な
ど
、
批
判
的
日
許
制
vMM
’dす
L
c
結
局
、
昔
自
判
れ
い
か
に
り
ふ
叩
じ
ら
れ
る
形
で
、
こ
の
草
案
の

＼
一
倍
苧
楽
で
追
加
さ
れ
た
丈
一
吉
や
改

許
川
報
告
世
田
町
と
宍
J
O
九
午
一
ハ
l

）
月
に
シ
ャ
ン
・
レ
オ
ネ
ァ
フ
て
誠
c
h
r
L
よ
rJ
て
新
と

H

仇
判
刊
守
の
訟
は
J

だ
行
で
約
む

が
可
能
で
あ
る
と
す
る
争
奈
の
見
解
L

伝
d

し
て
、
ノ
十
の
利
ぷ
が
軽
悦
さ
れ
る
危
叫
州
、
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
し
、
家
事
調
停

出｝

「H
H
E
r
m
w
F
F
E
M
E
E
H
E
Z
γ
活
用
し
公

ιな
第
二
者
を
介
人
さ
せ
る
こ
と
に
よ
コ
て
、
夫
婦
間
の
手
い
に
お
い
て
も
了
の
利
掃
を
侍

似
し
よ
う
と
「
る
ん
FMで
従
来
が
之
さ
れ
t
いるわ一

i士，，口

7K 

本
市
沿
い
中
山
け
る
プ
ソ
シ
ス
法
の
叶
究
会
F

げ
亭
ぷ
し

ヨ
ム
決
が
ド
を
川
け
る
べ
き
続
出
！
が
い
く
つ
か
明
、
り
か
に
な
っ
と
c

員
パ
一

h

ブ
ブ
二
ス
法
l
、
相
村
宝
ー
は
、
行
使
者
を
第
一
一
省
に
変
児
し
う
る
。
匂
こ
の
ご
／
｝
の
意
味
は
、
民
日
以
ν
山
本
来
予
定
1

J

て
い
る
子

の
利
い
か
を
す
る
べ
き
詞
日
調
怪
詳
の
岩
田
】
や
訟
は
べ
に
よ
っ
一
に
は
、
プ
の
利
日
ハ
キ
｝
欠
損
さ
ざ
る
弘
ム
円
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
充
す
る
ナ
ー
の
仁
、

現
恨
の
行
使
は
変
挺
さ
れ
る
ζ

い
う
、
ア
乙
て
あ
る
。
そ
L
て
、
こ
の
よ
h

な
判
事
ス
ー
一
を
可
詑
に
「
司
令
市
川
論
と
し
て
、

フ
ラ
〆
ス
は
、
訓

権
合
ゴ
同
三
官
。
志
〔
府
民
」

ま

7
7
〆
ス
の
親
権
は
、
原
則
2
し
て
消
r払
慣
が
行
存
ず
る

と
む
崎
山
こ
に
一
バ
別
し
て
抑
え
て
ジ
Q
n

か
々
し
り
担
川
口
笠
体
が
安
わ
る
一
工
」
の
芯
い
椛
杭
義
泌
と
、

円
本
法
に
お
日
る
親
権
許
昭
一

高羽

1.4 
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と
比
較
す
る
L
Y

、
表
百
川

川
問
権
の
提
乙
方
に
は

ど
の
数
似
院
が
認
め
ら
れ
る

v
i
ぶ
パ
出
に
お
け
る
七
～
ハ
久
子
の

の
の

議
論
は

ト
且
友
擦
に
同
十
J

る
も
の
で
為
る
が

ぜ
込
江
口
約
吊
え
一
剥
訟
の
お
と
考
え
れ
ば

フ
一
ノ
／
ス
作
戸
に
お
け
る

「
羽
住
の
い
れ
使

似の山肌ん，
u
y
）
↓
一
一
凡
な
く
J

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
ο

ー
か
1
1

や
は
り
両
者
は
叫
、
な
っ
て
い
る
」

E
本
法
に
お
い
て
世
議
池
山
中
、
剥
F

付
か

L
引
い
に
結
果
残
さ
れ
る
の
は
、
財
産
は
R
M
権
で
あ
る
の
に
付
し
て
、

の
親
権
心

E
己
主
広
〔
町
民
主

に
人
凶
ま
れ
る
の

サノ一ノンス

は
、
そ
札
に
山
肌
ら
れ
な
パ
口
『
止
法
り
有
知
d

と
い
う
h
J
hイ
阜
市
久
な
追
い
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
口
む
こ
の
よ
う
ヘ
守
人
別
か
ら
げ
が
法
が
り
γぶ
べ
き
で
あ
る
2
考
え
る
の
は
、
椛
川
府
庁
、
域
格
再
と
氾
め
ら
れ
白
か
っ
た
続

心
地
！
f
h
で
d

め
る
〈
現
F

叫m
c
c
E
E
Z
八
日
市
問
者
）
は
、
治
官
権
や
義
子
縁
組
に
対
す
る
付
な
れ
惟
一
ゲ
↓
有
す
る
c

そ
の
立
設
は
、
あ
る
い
は

• 'L' 

市
十
小
川
凶
的
な
も
mv
に
と
ど
ま
る
か
も
し
れ
な
い
F

刀、

呼
対
日5

今＜

fコ

(; 

le' 

競
格
州

自
に

ノ

"" と
苓
"-
し
士

つ
実

プラ J ス決にお；十~＇羽詰＂＇ E言 者への壬譲 l

肢
が
あ
る
一
仏
士
山
ト
む
U
U
本
て
は
、
山
本
般
的
な
転
出
帆
ー
で
あ
わ
、
山
ら
を
校
梧
者
と
認
識
で
拘
る
こ
と
に
は
大
き
な
w
E
m怖
が
仁
川
り
る
）
衣
恥
ト
M
Jい

も
今
刊
め
、
税
格
者
1
2
疋
め
、
つ
れ
な
か
っ

い
お
め
つ
れ
る
ぬ
利
義
務
に
つ
い
て
は
、

一
層
、
り
怜
市
乞
製
す
る
一
り
で
は
ん
仇
い
だ
ろ
う
か

へ
ー
杭
が
王
伐
と
す
る
円
滑
川
山
家
放
に
お
け
る
榊
h

祝
日
一
地
J

ず
に
つ
い
て
は

分
担
委
譲
の
さ
ι

援
が
有
明
で
あ
る
つ

日弟

!) 

n 

ι斗
い
創
設
戸
れ
た
こ
の
類
司
γ

は
、
そ
れ
ま
で
の
で
に
一
ぷ
制
攻
と
異
な
り
、

λ
女
議
井
、
乙
被
－
安
ι

一d
fー
が
共
同
ご
殺
し
惟

bT勺
伸
子
J

る
こ
も
r

が
で
き

る
と

1mノ
冶
の
で
あ
っ
た
c

こ
の
よ
う
な
捻
想
ば
、
降
格
’
川
恨
の
比
八
川
川
相
模
原
則
の
碓

ν
が
託
徒
、
と
な
っ
て
い
る
さ
コ
に
思
わ
れ
る
し
ぺ
J

ま
れ
、
一
一
判
を
乏
し
w
明
い
て
剥
椛
C
伎
を
第
一
一
品
一
に
刈
し
て
訟
の
る
／
一
い
う
制
反
で
は
往
く
、

両
副
に
州
制
位
行
偲
の
可
能
性
が
認
め
ら

れ
る
判
川
辺
誌
j
H
h
r
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
知
設
に
き
た
規
制
で
あ
る
y

こ
い
、
つ
三
三
ど
め
る
分
判
長
議
は
任
6
委
誌
と
あ
り
、
副

怪
L
V｝／J
U
伎一
LQh叫
泌
が
パ
司
令
場
合
に
は
、
そ
の
日
告
が
必
4

ず
で
占
め
る
／
7
’
止
め
ら
札
て
い
る
か
ら
で
あ
る
U

し
ゃ
が
っ
て
、
！
」
山
内
ζ

↓一
J
九

い
い
当
扶
で
あ
る
が
、

子
と
長
J
り
斤
1

活
を
し
と
い
な
い

日
刈
係
で
は

フ
ラ
ン
ス
法
は
治
く
主
で
親

f
m刈
係
を
有
す
る
組
の

権
利
を
優
先
し
て
い
る
〈

γJJげもわち、

そ
れ
が
原
引
と
し
て

f
の
れ
／
仰
と
考
え
る
か
ら
ご
み
点
る

類
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1ML絞
仁
、
戸
会
議
制
定
を
ヨ
本
法
と
に
較
す
る
に
派
以
て
は
、

財
産
活
刊
一
博
が
と
の
t

d

ム
ノ
い
抜
わ
れ
る
か
と
い
う
よ
！
日
d

肝
安
で
あ
る
が
、

ブ
プ
／
ス
作
に
お
い
て
は
こ
れ
に
つ
い
て
下
～
心
ま
っ
た
終
え
は
な
い
ハ
な
ぜ
、
財
ヰ
管
漣
怪
口
刊
以
に
伐
き
れ
る
ぺ
き
怪
利
義
務
で

あ
司
令

L
E広
三
九
匂
の
か
、
怖
い
仏
コ
す
れ
ば
、
な
ぜ
い
川

μ
r
H球
場
ー
は
副
怪
心
己
己
主
点
「
泊
以
〕
に
問
一
j
る
の
／
）
一
耳
え
る
の
か
を
ー

1
4一つ

yj〆｝
J、庁円山
u、

ぞ
れ
は
町
長
川
官
珂
拾
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
、
か
－
－

wら
か
に
し
な
け
れ
ば
ぼ
ら
な
っ
そ
り
～
L
M
に、

現
慌
と
川
町
並
む
注

怪
の
持
河
川
に
山
肌
ら
ず
、
法
定
ハ
片
山
津
こ
い
い
つ
如
u

円
か
ら
、
成
作
者
に
つ
い
マ
J
b
M靴
阪
を
ふ
げ
、
そ
の
性
質
を
採
ぷ
ふ
り
2

る
こ
こ
を
今
後
の
第

一
の
課
税
と
し
に
い
c

• 'L' 

，，司

同一

一
ニ
ブ
ン
ス
法
閉
山
内
長
丈
訳
覧

プラ J ス決にお；十~＇羽詰Jee E言 者への壬譲 l

第』一一

年
号
一
＋
試

（一

h
h
？
じ
午
J
N刀
山
口
の
法
什
品
川
h
w
Mい
百
九
μ
ワ
J

場（

f与
組
品
の
ん
久
τ「山

ケ
町
佐
い
～
二
い
て
の
い
か
ぶ
る
凶
以
来
J
n
e

い
古
川
ゆ
ム
》
は
肢
も
、
そ

h
が
以
訂
正
門
リ
れ
る
民
ハ
に
ヰ
決
に
】
d
7
Q
り
立
体
け
れ
は
、
刻
弔

第
一
七
六
条

が｝
f

伯、一
4
－ノ
u
z
r
J
げ
、
対
〈
勺
し
つ

第
一
七
六
全
日
一
え
ば
よ
事
行
裁
判
官
は
、
は
桂
心
炉
悦
一
J
沿
い
抜
υへ
は
よ
立
ノ
～

J
の
ん
戸
ぃ
民
に
つ
い
t
A
M
判
ず
る
こ
と
を
よ
小
め
ら
れ
る
と
き

J
2山
f
もど

第
一
円
に
を
！
パ
F

ヲ
：
〕
古
川
定
「
る
？
ぎ
に
は
、
父
は
が
ミ
の
同
志
？
っ
い
一
白
け
い
に
そ
れ
円
一
日
背
心
院
で
締
結
す
る
こ
ヘ
J

下
守
に
取

HPめ
中
寺
ほ

十
fu
ニ
ゾ
が
と
許
ム
匂
ム
J

ピ
ー
－
、
ヮ
れ
ら
の
内
の

は
、
こ
の
限
り
む
な
い
〔

第
一
い
］
条
一
治
父
母
は
、
状
山
が
そ
れ
を
零
9
4
t
る
に
さ
に
、
裁
桂
心
行
情
心
全
ぷ
r
人
は
一
部
手
、
事

υ也
、
ま
払
の
構
成
抗
、
信
恥
に
位
す

る
江
羽
者
、
千
円
f

j

人
入
れ
に
つ
き
許
刊
さ
れ
七
路
花
、
ー

ιurぺ
｛
け
ん
ヱ
汁
八
以
援
助
散
問
に
件
、
議
十
る
た
め
に
、
ド
白
川
7

て
J
人
は
佃
別
仁
川
河
川
刊
JUに
リ

υ一

ん
が
、
木
心
同
日
子
山
川
刊
」
J

ヲもと
f

を
そ
の
守
に
持
す
て
つ
主
主
人
な
珪
臼
人
々
一
J
別
ア
メ
山
ι叫んυに

て
か
エ
ノ
る
こ
が
一
1
3
J
Q
U

日
引
明
白
な
川
町
中
刻
、
4
の一助ム
U
P
人
は
昨
夜
が
設
住
む
ム
zv山勺んは

県
口
に
主
札
ム
主
将
助
機
関
一
は
、
同
誌
に
、
羽
惟
の
ノ
ノ
J
M
川
し
ん
雨
的
に
J
人
山
山
店
ヘ
心
的
に
品
九
七
ず
）

lroつ
う
た
め
に
や
法
判
官
に
リ
す

t
Y
L
q
る

司
会

h
九
時
山
寸
る
こ
」
が
ア
ハ

u
m
勺
場
人
目
に
は
、
子
引
ど
れ
ぷ
人
れ
に
mwR八
、
花
官
、
川
人
は

乙
ぷ
r
Jき」
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r日

一品

k
ぃ
来
引
っ
Jν
い
州
さ
れ
る
一
一
2

へ
て
の
ぬ
ん
戸
に
、
一
れ
い
rh
、
丙
認
は
＃
担
に
バ
己
喚
さ
れ
な
肖
れ
ば
な
～
ノ
は
い
よ

f
が
J
H
d

点
扶
助
川
汁
象
と
川
三
て
い
る
〉

き
に
、
ず
一
手
間
口
、
出
事
故
日
ず
！
1
m
U

円
山
見
心
後
で
な
け
れ
ば
行
一
J

ニ
と
が
で
き
な
い
U

※
川
一
七
七
条
羽
ハ
ヘ
は
ほ
穴
同
し
て
、

vrプ
＼
は
わ
引
に
、
止
は
ぷ
民
会
が
許
可
亡
品
川
立
人
は
？
と
れ
ら
ワ
苦
心
2
1
t

ヤ
は
六
一
刊
の
j
を
信

頼
に
品
開
ず
る
個
人
、
ノ
と
の
た
め
｝
訂
い
ず
さ
れ
た
約
一
以
止
は
じ
心

U
主
什
’
三
議
日
放
問
に
ω
U
R

ほ
し
に
f

一
汗
一
ば
、
え
の
キ
惟
汁
川
氏
一
孫
々
全
部
又
は
山
中
｝

J、
円問

万£
;fi ラ三
寸
令

さ守
」

"' 

こ
の
場
合
に
は
、
制
権
り
全
r川叫
JU一止
に
叫
分
的
安
説
い
か
、

LE－
一
訓
告
及
び
被
安
法
告
の
衿
ハ
同
（
U
リ
市
に
い
本
つ
い
て
裁
判
所
り
な
よ
刊
決
、
幻
ハ
つ
パ
「

4コム日

吋
割
引
2

一
L
十
以
！
の
問
p
j
に
旬
J
h犬
、
し
で
あ
る
、
ミ
ム
品
、
比
安
戎
品
川
吉
1
J
J

の
耐
に
一
仇
ヘ
司
一
様
わ
え
久
宗
主
決
rι
ず
る
こ
｝
が
で
き
る

じ
じ
れ
丸
木
の
一
…
親
権
り
吾
げ
棋
は
、

l
fハド
MI
木
泊
力
者
が
父
母
文
は
後
口
九
人
心
問

7
守
、
一
づ
き
山
m
b
J

れ
一
～
し
き
に
も
同
怯
に
わ
う
こ

に
だ
L
、
戸
の
読
ん
ロ
に
じ
、
明
八
リ
人
は
μ柏
市
一
叫
が
子
J

〆
川
、
さ
攻
J

九
一
喰
に
、
を
の
故
わ
れ
政
μ
1
斗
川
二
そ
の
旨
rw
ド
お
y
急
行
っ
十
こ
こ
が

※ 
ii I 

乙
バ
七
日
M

で
先
手
匂

店
主
で
あ
れ
。
こ
の
J
刊
述
法
、
八

υ以
内
に
4
さ
れ
る
行
政
単
一
↓
戸
内
は
、
そ
れ
に
杭
く

L
J

月
山
内
山
、
工
U

J
へ
は
後
見
へ
に
そ
れ
を
同
知
ト
る
）
十
れ
ら

の
れ
に
と
幻
「
玄
に
室
、
れ
る
油
引
は
、
一
メ
円
リ
の
若
た
な
同
開
会
一
向
F

町
さ
川
一
る
）
て
し
れ
ら
心
有
は
、
了
を
川
氏
求
じ
広
げ
れ
ば
、
一
、
の
別
聞
の
円

f

刀
瓜
に
、
り
て
の
千
円
つ
い
て
の
親
権
、
古
川
は
使
ず
る
一
と
と
枚
L
P
A
V

－－じ
J

L

心
E
推
定
さ
れ
勺
ド

一
点
そ
の
現
合
こ
は
、
子
を
引
き
取
P
L
r

一
情
人
、

ι川
市
一
昨
人
は
阜
の
山
U

M

t

ム
援
助
機
陀
ピ
一
、
羽
t
J
J
J

公
一
白
川
町
又
に
削
な
的
九
日
ら
ご
を
み
マ
ヤ
」
る

たゆ
J

に
、
裁
判
一
昨
に
由
詰
vγ
提
げ
川
十
る
こ
乙
が
で
ざ
る
J

申
請
者
う
い
か
注
ご
ろ
り
と
丸
r

て
も
、
苅
判
所
J

口、
f
J

ワ
説
の
M
M

立
と
門
間
き
、
ソ
へ
は
説

会一一叫
J

び
出
し
に
後
～

T
U刊
yt
の
之
げ
の
に
、
却
す
一
怖
い
υ
児
車
社
会
一
定
助
成
閃
に
委
託
さ
れ
ム
勺
こ
と
を
山
定
ず
る
こ
と
が
で
き
ん
勺

第
一
亡
し
え
れ
の
一
夜
読
悼
の
八
三
v
川
的
J

、
打
出
い
ん
的
八
三
手
宮
市
は
、
家
族
予
門
誌
判
ば
仏
一
竺

L
c
f－
る
判
決
刀
ら
十
じ
る

－
引
た
バ
一
L
、
安
一
訟
の
刊
Lμ

いは、

f
り
行
伐
の
必
裂
の
た
め
に
、
父
叶
叫
ん
い
山
7

之
の
方
日
羽
孫
一
り
立
H
C
んそ
l

ゆ
又
は
引
を
被
安
一
J
昔
で
あ
る
第
一

E
ご
け
何
？
ノ
る
こ
と
を
定
め
る
こ
μ

一
が
で
き
る

f
A
U
い
は
、
同
法
が
説
梓
を
汀
慌
す
る
限
り
」
お
い
て
、
山
記
rえ
は
そ
け
十
つ
の
い
門
主
主
必
要
ニ
ず
る

第
一
七
九
ヘ
の
の
推
定
は
、
云
該
当
の
方
人
は
札
ん
疋
び
被
を
バ
抗
告
に
、
。
つ
ど
な
さ
れ
に
行
為
に
つ

ρ
て
官
附
さ
れ
る

裁
判
五
ば
、
殺
ほ
心
一
対
引
dr
聞
が
↑
J

き
起
ご
ト
～
と
の
ー
の
る
同
昨
げ
つ
い
て
、
山
親
、
一
一
の
方
、
被
rFfv問
者
え
は
快
窓
口
円
上
る

H
！
と
、
を

よ主
］民

日記 I、江主l前：120け） ＂日ii[2川什日、



ヴ
／
ん
り
る
こ
｝
が
て
F
Z
1
す
叫
判
一
ど
は
、
州
市
一

第
一
七
七
全
日
一
羽
を
訟
は
、
イ
べ
て
の
場
介
に
3

勺
工
、
折
ハ
な
状
況
が
証
明
さ
れ
る
川
崎
人
口
r
A
K
、
抗
2

に
d

判
決
に
よ
三
に
は
了
〆
、

λ

ロ

バ
よ
世
V
3
4
色、一
J
a
m
一〈台、る
c

〕一一久んの

の
規
疋
に
従

J
t訟
判
「
る
「

の

了小川
1

込山一
J

ぃ
目
、
ム
尽
に
認
め
、
コ
れ
る
川
崎
ヘ
口
、
家
扶
亨
4

件
品
川
川
ハ
い
は
9

P

J
円
コ
刀
荷
山
川
窮
ん
け
で
な
い
一
－
き
に
は
、
養
育
の
費
削
の
令
部
ソ
人
は
品

刀
出
設
を
そ
れ
h

心
甘
の
角
判
と
す
J

る

μ

串
一
じ
じ
タ
川
の
一
一

JHY 
l
t
 

支
出
年
者
力
支
ノ
：
縁
組
に
い
れ
リ
ず
る
持
利
｛
品
、
宏
之
す
る
こ
レ
刀
L
き
な
し
c

不
ノ
↑
フ
／
ク
の
ヨ
見
｝
ム
れ
Y
M
、
防
r
r
M
〆
門
間
後
？
玉
三
人
快
り
て
九
る

円一俗｛
C
同2
3

一内、∞
J可
川
正
r
p
F
M
M
」E
－一円【』渇∞
J1f戸
H1
円
O
X
2「
r
p
r
d
p
円。｝’
E
1
5
H
R山｛
J

弓

2
ニ
込
町

〉

《

U
Z
2
5
d
2
2
2
エ｝戸
M
T
プ＝
2
d
J円
苦
言
コ
Fdzuhu
コ
c
山部

ハノ〈

λ
1
U也
改
正
前
之
は
、

J
）
条
の
こ
に
2
0

い
亡
、
一
一
団
ハ
執
桂
じ
、
p

十
心
安
全
、
健
康
、
及
び
h
h神
に

J
C
L
J
Y
A河
台
文

」
l

る
た
め
に
、
父
什
二
い
回
す
る
。

J

哨
引
く
は
は
、
そ
ハ

7iに
つ
と
に
の
社
護
、
同
町
制
、
守
札
の
梓
河
川
M
A
U
義
務
を
古
）
こ

J
る
一
こ
J芝山灯

、
い
た
ι

改
正
ノ
ぽ
日
誌
枠
心
疋
叫
に
コ
い
、
は
。
不
丈
h
J

参
陪
υ

ヘ比一

L

は
手
止
、
収
在
日
比
に
お
げ
る
一
い
ほ
め
也
の
内
容
に
F

ず
れ
ら
の
培
利
ぷ
絡
が
合
け
ま
し
れ
な
レ
ζ

い
ろ
わ
P
L

で
は
伝
〈
、
て
れ
ら
ほ
、
改
リ
誌
も
川
一

徐
に
、
パ
え
斗
円
に
訳
い
叶
h
J

れ
た
任
務
γ
な
y
u
h羽
枠
力
日
的
か
フ
土
官
、
λ

れ
る
も
〈
川
〆
で
あ
る
一
〉
ハ
プ
王
子
υ
ロ
2
宍

2
Z
Z
F
r
E
3コ
さ
い
u
E

ロC
R
u
o
e
z
p
J
凶

C

J

ぺ
町
一
〈

J
4
2
ココ
η
F
E百円二
3
5
2
2
c
s
z
u

（
川
一
三
七
二
世
の
「
四
川
町
民
心
離
別
ば
、
依
然
と
）
て
執
権
争
一
行
慢
す
る
、
一
と
ふ
で
き
る
、
え
は
心
↓
方
ペ
J

、
そ
の
v
h
H

訂川
J

て
円
い
浅

さ
れ
た
手
川
む
切
望
」
一
三
て
説
掠
の
福
住
心
一
郎
比
わ
佳
九
一
知
引
な
さ
れ
て
い
ん
一
と
き
と
も
、
信
「
二
一
九
九
心
に
に
去
る
叩
寓

E
E
C
Z
3
2〕
シ
一
対
干
な
い
J

F

坑

ぷ

刊
P

い
は
、
例
外
－
山
一

r、
会
フ
、
，
十
幻
利
益
中
そ
れ
山
支
ト
モ
一
J

る
場
ん
r
、
恥
に
川
司
の
一

Jdm羽

惟
の

h
伎
を
剥
奪
F
れ
て
い
る
と
き
は
、
十
山
町
民
一
泊
ruvx
ど
1
て
選
択
さ
札
る
治
ニ

ι～
↓
ー
か
を
い
ね
る
こ
、
三
古
川
山
｛
ー
す
る
と
こ
か
で
き
る
t

古〆

ゴ
子
一
は
、
第
一
仁
ム
ペ
～
力
一
心
八
及
一
U
渋
三
？
じ
ニ
久
人
の
こ
れ
J

に
見
つ
F
L
U
7
て
や

2
灯
、
設
判
す
る
内
／
一
点
例
外
的
立
什
い
が
に
お
し

く
、
山
叫
親
日
山
川
別
後
｛
円
相
模
2
2

使
山
一
記
ぺ
棋
に
つ
い
て
弐
刊
す
る
家
族
ド
件
裁
判
1Hは
、
而
河
川
が
右
命
中
一
J
Zぬ
っ
て
も
、
州
制
権
b

r
庁
内
一
一
る
川
一
羽

• 'L' 
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九
人
じ
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十
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は
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一
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一
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方
が
死
亡

νム
J

県J
ム日！

f
か
生
存
認
に

2
ね
り
う
れ
之
、
一
一
u
－を点一一方オャハ
q

h

k

J

一
が
亡
き
る
d

二
心
場
／
口
に
お
い
♂
、
ぷ
判
官
目
、

j
y川J
沢

r日

づた
4ヘ
オョ

h 
，ミロ

者ν 
」斗
F円
｛ 

と
-" 
る
」

1し

~· 
9 

」

昨
二
じ
一
名
、
の
お

戸八
1
1

↑汗一
L
、
叩
可
能
行
問
、
し
態
桧
に
ぐ
い
て
最
後
己
決
w
U
L
行
政
引
所
は
、
次
条
？
に
札
口
汚
る
よ
～
つ
に
出
児
日
間
的

J、
円問

二
も
に
く
日
開
始
す
る
こ
日
な
く
チ
ー
に
第
一

rnvl
云
ね
る
人
J
L

に
、
京
民
〈
は
市
、
索
犯
に
工
？
？
甲
げ
て
か
い
っ
て
も
乏
J

り
る
二
：
nM
で
き

る
」

ヘ川）

y

↑
て
は
、
ニ
ン
ゾ
二
刊
さ
山
小
V

立
出
料
控
ψ
一
去
更
に
弔
ピ
て
い
介
し
ご
き
ー
と
で
の
川
｝
で
、
ウ
々
ウ
ニ
ル
－
T

7

F

F

L

入
久
門
岡
お
法
ギ
一

は
、
市
二
討
と
司
｝
｛
日
協
聞
を
！
大
羽
可
る
た
め
の
千
以
〆
γ
ユ
ー
を
げ
制
収
乞
田
い
る
〆
」
！
こ
を
説
制
授
の
一
次
相
ど
佐
業
に
～
P

Z

J

れ
と
川
時

に、
p

十
日
よ
な
ね
ら
れ
る
こ
こ
か
f

」
｛
パ
ロ
さ
れ
て
第
二
者
一
、
、
裁
判
官
が
r
t
乎
浮
世
限
い
ヤ
一
行
J

予
2
？
と
を
ぷ
附
ょ
う
と
し
こ
し

ρ
L
、
結
？
」
川
採

用
さ
れ
」
の
は
委
主
位
以
の
綾
町
カ
零
だ
い
ノ
仁
忠
川
、
七
一
九
ヘ
ジ
一
位
－
唱
に
つ
い
）
、
広
、
直
に
uu
心
的
工
h
…
此
げ
が
北
川
に
さ
れ
に
の
で
1

わ
る

ゲ
吋
ヤ
d
戸。
7
一一G
A
F

一円
J
a
d
けココ件のパゴご
O

コp
w
T
M
｝内
234K弘
め

ψ

『》内↓
Z
戸。コ
C
訟
は
2
C
J
P伸一同日山
JV山川∞（｝カ
C
吋2
n
件J

一ρ

一
円
山
一
〉
口
c
E
Zロ
2
5
0円
エ
円
巳
与
d
E玉
4

＝ち
E
Z
C同町ハ
J

（）ヨコェヒ山

h
J
h
r
p
E
E
E
百

E
ご

E
F
5
5
M
M
W
E市
立
ロ
c
o
υ
C
Z
2
N
H念
な
五
、
札
一
…
パ
ス
セ
部
取
上

r
rは
ど
』
れ
た
場
ム
に

b
、
寸
時
判
官
は
、

治
山
見
の
相
続
三
百
点
引
に
つ
る
責
め
zど品目
J

た
吊
二
者
作
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